
仙
台
杜
都
道
院
始
動 

 

先
月
に
仙
台
杜
都
（
せ
ん
だ
い
も
り
と
）
道
院

と
し
て
新
設
の
手
続
き
書
類
を
提
出
し
ま
し
た
。

稽
古
会
場
の
変
わ
り
は
な
く
、
古
城
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
、
１０
月
１２
日
（
水
）
よ
り
夜
の
稽
古

も
開
設
し
、
本
格
的
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

稽
古
時
間
は
、
毎
週
月
・
水
曜
日
の
午
前
１０

時
１５
分
か
ら

１１
時
４５
分
、

午
後
６
時
半

か
ら
９
時
ま

で
（
但
し
、
年

少
拳
士
は
８

時
ま
で
）
で
す
。

対
象
は
、
３
才

児
か
ら
高
齢

者
ま
で
で
す
。 

現

在

は
、

道
院
新
設
に

よ
り
入
会
者

の
募
集
中
で
、

若
林
教
室
時
代
の
所
属
生
徒
を
中
心
に
入
会
者

を
増
や
す
よ
う
ア
ピ
ー
ル
中
で
す
。
是
非
、
皆
さ

ん
も
紹
介
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 七
ヶ
浜
道
院
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト 

 

仙
台
杜
都
道
院
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
の
、
１０
月

１２
日
（
水
）
よ
り
、

佐
藤
勝
道
院
長

と
七
ヶ
浜
所
属
拳

士
の
新
体
制
で
七

ヶ
浜
道
院
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

早
速
、
入
会
者

も
あ
り
、
い
ま
ま

で
と
は
一
味
違
う

活
気
あ
る
稽
古

を

行

っ
て
い
ま

す
。 現

在
の
と
こ
ろ
、

今
年

１２

月
に
運

営
許
可
が
下
り
る
予
定
で
す
。
来
年
か
ら
は
、
完

全
に
佐
藤
道
院
長
主
導
の
道
院
と
し
て
飛
び
立
つ

予
定
で
す
。
入
会
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
ご
紹
介

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
武
道
専
門
学
校
講
師
研
修
会 

 

山
崎
博
通
校
長
に
よ
る
易
筋
行
を
受
講 

１０
月
２９
日
（
土
）
と
３０
日
（
日
）
の
二
日
間
に

亘
り
盛
岡
市
の
武
道
館
を
会
場
に
武
道
専
門
学

校
講
師
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
鎌
田
道
院
長
と

熊
谷
道
場
長
が
受
講
し
ま
し
た
。 

講
習
は
、
月
刊
少
林
寺
拳
法
で
連
載
さ
れ
て
い

る
山
崎
校
長
の
「
易
筋
行
」
を
受
講
し
て
き
ま
し

た
。 

こ
れ
は
人
間
の
持
つ
潜
在
能
力
（気
と
か
魂
）を

活
用
し
技
を
運
用
す
る
も
の
で
、
本
来
の
少
林
寺

拳
法
を
再
認
識
す
る
講
習
で
し
た
。
少
林
寺
拳

法
の
目
指
す
人
づ
く
り
に
も
こ
の
潜
在
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
、

大
変
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は 

わ
ん
こ
ソ
バ
大
会
？ 

 

初
日
の
夜
は
、
受
講
者
を
中
心
に
山
崎
校
長

を
囲
み
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
親

会
、
懇
親
会
と
は
名
ば
か
り
で
完
全
に
「
わ
ん
こ
ソ

バ
食
い
大
会
」と
な
り
ま
し
た
。 

最

初

は
、
ち
ょ

と
遊
び
の

つ
も
り
が
、

つ
い
つ
い

皆
さ
ん
む

き
に
な
り
、

わ
ん
こ
ソ

バ
食
い
大

会

に

一

変
し
て
し

ま
い
ま
し

た
。
乾
杯

の
後
、
ソ

バ
食
い
が

開

始

さ

れ
、
歓
談

ど
こ
ろ
で
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は
な
く
全
員
が
ソ
バ
食
い
に
専
念
、
あ
っ
と
い
う

間
に
お
ひ
ら
き
と
な
り
ま
し
た
。 

第
一
位
は
、
我
が
道
院
の
熊
谷
道
場
長
が
１

３
６
杯
で
優
勝
し
ま
し
た
。
凄
い
で
す
ね
。
山
崎

校
長
も
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。 

今
回
の
講
習
会
は
、
北
海
道
と
東
北
各
県

か
ら
３９
名
の
出
席
が
あ
り
、
各
参
加
道
院
と

の
交
流
も
図
る
こ
と
も
出
来
、
大
変
有
意
義
な

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。 

幹
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
佐
藤
勝 

七
ヶ
浜
道
院 

道
院
長 

正
拳
士
五
段
・
１
９
７
９
年
４
月
入

門
・
住
所
は
塩
竈
市
楓
町
・
２
０
０
０

年
８
月
に
塩
竈
道
院
へ
転
籍
・
２
０
０

５
年
９
月
道
院
長
資
格
認
定
講
習
会
受
講
し
合

格
・
今
後
は
七
ヶ
浜
道
院
長
と
し
て
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。 

七
ヶ
浜
道
院
長
挨
拶 

 

宮
城
塩
竈
道
院
・
七
ヶ
浜
支
部
の
拳
士
の
皆
さ

ん
、
日
頃
の
修
練
頑
張
っ
て
ま
す
か
？
ま
た
、
保

護
者
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
活
動
協
力
な
ら

び
に
拳
士
の
送
迎
ご
苦
労
様
で
す
。 

 

今
回
、
七
ヶ
浜
支
部
を
引
き
継
ぎ
、
七
ヶ
浜
道

院
と
し
て
活
動
を
予
定
し
て
ま
す
、
宮
城
塩
竈
道

院
助
教
の
佐
藤
勝
で
す
。
９
月
２２
日
か
ら
本
部

に
て
道
院
長
資
格
研
修
会
を
受
け
１２
月
を
め
ど

に
道
院
移
行
設
立
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 
さ
て
、
支
部
と
道
院
と
の
違
い
に
つ
い
て
で
す
が
、

今
ま
で
と
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
、
少
林
寺

拳
法
は
、
宗
教
法
人
金
剛
禅
総
本
山
少
林
寺
の

「
宗
門
の
行
」
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
、
活

動
す
る
上
で
、
学
校
や
公
共
施
設
使
用
な
ど
の

制
約
を
受
け
る
為
、
財
団
法
人
と
し
て
の
支
部
が

存
在
し
て
い
る
だ
け
で
、
教
え
や
技
法
は
変
わ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

七
ヶ
浜
道
院
の
出
発
に
際
し
、
ま
だ
ま
だ
経
験

や
技
量
が
伴
わ
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸

命
に
少
林
寺
拳
法
の
目
的
で
あ
る
「
人
づ
く
り
」

に
邁
進
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
活
動
に
対

し
、
意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
事

で
も
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

連
絡
先
０
９
０ 

３
６
４

０ 

９
５
７
７ 

佐
藤
勝 

 

昇
段
・昇
級
コ
ー
ナ
ー 

 

昇
級
関
係 

１０
月
２８
日 

【
塩
竈
道
院
】 

木
村
彩
香
・
菅
原
康
平
（
一
級
）
、

鈴
木
裕
陽
（四
級
）、
北
条
寛
久
（五
級
） 

  

拳
士
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
木
村
元 

拳
士 

今
年
の
１０
月 

仙
台
杜
都
道
院
へ

入
会
・
住
所
は
仙
台
市
青
葉
区
上

愛
子
・
東
北
大
学
の
先
生
で
物
理

学
が
専
門
で
す
。
稽
古
は
道
場
だ

け
で
は
足
り
ず
研
究
室
で
技
の
研
究
を
す
る
真

面
目
な
拳
士
で
す
。 

◎
田
村
修
二 

拳
士 

今
年
の
１０
月 

仙
台
杜
都
道
院
へ

入
会
・
住
所
は
仙
台
市
青
葉
区
八

木
山
・
東
北
大
学
の
大
学
院
生
で

数
学
を
専
攻
。
木
村
元
拳
士
と
共

に
研
究
室
で
技
の
研
究
と
か
！
。 

＜今後の主な予定＞ 

◎ 道院感謝デー １１月６日（日） 塩竈道院専有道場（一般拳士のみ） 

◎ 宮城武専 １１月２０日（日） 午前９時～４時半 青葉体育館 

◎ 塩竈教区主催昇級試験 １１月２５日（金） 午後６時５０分より 多賀城中学校武道館 

初日の鎮魂行にて 主座は山崎校長 


